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JA佐渡広報誌

米は全量ＪＡへ
平成24年産米の集荷販売方針



「
Ｊ
Ａ
米
」の
取
り
扱
い
要
件

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
米
穀
を「
Ｊ
Ａ
米
」と

し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

（
１
）
Ｊ
Ａ
佐
渡
と
出
荷
契
約
し
、
Ｊ
Ａ
・
全
農

に
売
渡
委
託
等
を
お
こ
な
っ
た
米
穀
。

（
２
）
主
要
農
産
物
種
子
法
お
よ
び
種
苗
法
に
基

づ
き
生
産
さ
れ
た
種
子（
新
潟
県
種
子
協
会［
ま

た
は
他
県
種
子
協
会
］か
ら
供
給
さ
れ
た
種
子
）

に
よ
り
、
１
０
０
％
種
子
更
新
さ
れ
た
米
穀
。

（
３
）
農
産
物
検
査
を
受
検
し
、
２
等
以
上
に
格

付
け
さ
れ
た
米
穀
。

（
４
）
Ｊ
Ａ
の
栽
培
指
導
に
よ
り
農
薬
安
全
使
用

基
準
遵
守
と
品
質
向
上
を
目
指
し
た
栽
培
が
お

こ
な
わ
れ
、
栽
培
履
歴
記
帳
が
確
認
さ
れ
た
米

穀
。

（
５
）
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
つ
い
て
は
「
環
境
に
や
さ

し
い
栽
培
」（
５
割
以
上
の
減
減
栽
培
）
に
取

り
組
み
栽
培
履
歴
で
確
認
で
き
た
米
穀
。

（
６
）
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
つ
い
て
は
タ
ン
パ
ク
含
有

率
６
・
５
％
以
下
の
米
穀
。（
玄
米
水
分
15
％
換

算
）

Ｊ
Ａ
米
の
取
扱
・
管
理

（
１
）
出
荷
契
約
か
ら
検
査
・
入
庫
・
販
売

ま
で
Ｊ
Ａ
米
は
一
般
米（
※
）と
区
分
し
て

管
理
し
ま
す
。

※
上
記
の
対
象
銘
柄
で
Ｊ
Ａ
米
要
件
を
満
た

さ
な
い
場
合
や
対
象
銘
柄
以
外
は
一
般
米

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

（
２
）
生
産
年
の
12
月
に
行
う
農
産
物
検
査

を
も
っ
て
売
渡
期
限
と
し
ま
す
。

平
成
24
年
産
米
の
集
荷
販
売
方
針

米
は
全
量
Ｊ
Ａ
へ

　

平
成
24
年
産
米
も
、
い
よ
い
よ
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

適
期
刈
取
り
や
適
正
調
整
な
ど
の
基
本
事
項
を
守
り
、
収
穫

さ
れ
た
米
は
全
量
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
集

銘柄誘導対策

　全農にいがたの県域共計により多様な米生産に向けた誘導を行います。

項　　目 対策の概要

対象米穀 こしいぶき、ゆきの精、ゆきん子舞、越路早生、あきたこまち、
ひとめぼれ　１～２等（加工用米・新規需要米・備蓄米を除く）

奨励単価 60kgあたり525円

財　　源 コシヒカリ２等及び３等の等級間格差

【ＪＡ米の対象銘柄】

種類 品種・銘柄 等級

うるち米 コシヒカリＢＬ・こしいぶき １等～２等

酒造好適米 五百万石・たかね錦・越淡麗 特上～２等

もち米 こがねもち・わたぼうし １等～２等
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安
心
・
安
全
対
策

栽
培
履
歴
記
帳
と
生
産
工
程
管
理
に
つ
い
て

（
１
）
生
産
す
る
米
の
品
種
・
栽
培
区
分
ご

と
に
栽
培
履
歴
記
帳
を
徹
底
し
、
記
帳
内

容
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
検
査
開
始
ま
で
に
全
て
の
栽
培
履
歴

カ
ー
ド
を
回
収
し
、
事
前
確
認
を
行
い
ま

す
。

（
３
）
栽
培
履
歴
デ
ー
タ
を
生
産
指
導
に
活

用
し
、
販
売
先
か
ら
の
信
頼
確
保
に
も
役

立
て
ま
す
。

（
４
）
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
に
つ
い

て
は
、
栽
培
履
歴
記
帳
運
動
の
充
実
・
強

化
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、「
安
心
・

安
全
Ｊ
Ａ
佐
渡
米
生
産
工
程
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
」
の
記
帳
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
５
）
栽
培
履
歴
情
報
を
全
農
新
潟
県
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
示
し
ま
す
。

（
６
）
信
頼
確
保
の
た
め
「
残
留
農
薬
検
査
」

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
」「
カ
ド
ミ
ウ
ム
検
査
」
に

つ
い
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
主
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
放
射
能
検
査
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
国
・
県
の
方
針
に
従
い
安
心
・
安

全
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

２�

．
全
農
と
の
連
携
の
も
と
、
播
種
前
契
約

や
収
穫
前
契
約
等
の
手
法
を
活
用
し
、
早

期
全
量
販
売
に
取
り
組
み
、
持
越
在
庫
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
販
売
に
努
め
ま
す
。

３�

．
生
産
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
店
頭
販
売

促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

４�

．
販
売
先（
卸
・
実
需
者
）訪
問
を
実
施
し
、

信
頼
関
係
の
強
化
と
販
売
促
進
を
図
り
ま

す
。

仮
渡
金

１
．
仮
渡
金
単
価
に
つ
い
て

　

仮
渡
金
は
全
農
に
い
が
た
の
発
表
す
る
仮

渡
金
単
価
や
作
付
け
状
況
、
作
柄
見
通
し
等

を
ふ
ま
え
た
販
売
見
通
し
に
基
づ
い
て
、
生

産
者
か
ら
の
返
金
が
生
じ
な
い
水
準
で
決
定

し
ま
す
。

２
．
仮
渡
金
格
差
に
つ
い
て

（
１
）
価
格
差
に
よ
る
品
質
向
上
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
一
部
見
直
し
な
が
ら
継
続

実
施
し
ま
す
。

（
２
）
Ｊ
Ａ
米
・
一
般
米
格
差
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ａ
米
を
基
準
に
一
般
米
の
仮
渡
金
を
コ

シ
ヒ
カ
リ
で
５
０
０
円
／
60
㎏
、
そ
の
他

で
３
０
０
円
／
60
㎏
減
額
し
ま
す
。

�

【
下
記
「
仮
渡
金
格
差
一
覧
表
」
参
照
】

出
来
秋
の
集
荷
体
制
の
整
備

１�

．
農
家
組
合
長
会
議
を
開
催
し
て
集
荷
・

検
査
に
対
す
る
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

２�

．
集
荷
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
も

ち
、集
荷
体
制
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

３�

．倉
庫
作
業
協
力
員
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

検
査
・
保
管
等
の
対
策

１
．
検
査
対
策

（
１
）
農
政
事
務
所
Ｏ
Ｂ
検
査
員
の
協
力
を

求
め
、
Ｊ
Ａ
職
員
検
査
員
の
検
査
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
適
正
検
査
を
推
進
し

ま
す
。

（
２
）
農
産
物
検
査
や
精
米
表
示
の
信
頼
確

保
の
た
め
、
検
査
証
明
欄
と
検
査
請
求
者

記
載
欄
の
適
切
な
記
載
を
徹
底
し
ま
す
。

２
．
検
査
・
入
庫
・
保
管
等
の
事
故
防
止

（
１
）
検
査
時
の
検
査
印
・
等
級
印
等
の
不

備
や
品
種
名
の
記
入
不
備
等
の
人
為
ミ
ス

の
防
止
を
徹
底
し
ま
す
。

（
２
）
米
穀
の
区
分
管
理
を
徹
底
し
、
誤
出

庫
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
適
正
水
分
値
15
・
０
％
の
徹
底
を
は

か
り
、
検
査
・
入
庫
時
の
水
分
・
量
目
測

定
を
正
確
に
行
い
ま
す
。
品
質
事
故
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
保
管
管
理
を
徹
底
し
ま

す
。

（
４
）
倉
庫
の
保
管
管
理
状
況
調
査
を
実
施

し
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

（
５
）
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
お
け

る
適
正
な
荷
受
と
穀
温
管
理
に
努
め
ま

す
。

販
売
対
策

１�
．
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
「
生
き
も
の
を

育
む
農
法
」
の
取
組
を
消
費
者
に
広
く
伝

え
、
生
産
者
と
消
費
者
の
相
互
交
流
を
図

る
こ
と
に
よ
り
佐
渡
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

図
り
ま
す
。

【仮渡金格差一覧表】� （60kg当たり）

種類・銘柄 ＪＡ米格差 １・２等格差 契約栽培

コシヒカリ 500円 １,700円 －

こしいぶき 300円 １,200円 一般栽培と区分

酒造好適米 300円 別途設定 一般栽培と区分

もち米 300円 別途設定 一般栽培と区分
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　８月１日からＪＡ佐渡出資農業生産法人「（株）
ＪＡファーム佐渡」が業務を開始し、７月31日に
発足式が行われました。発足式には新潟県佐渡地
域振興局、佐渡市、ＪＡ役職員ら関係者14人が出
席し、テープカットと祝辞で門出を祝いました。
　同社は平成27年には水稲20ヘクタール、おけさ
柿４ヘクタール、加工用柿１ヘクタール、採種カ
ンラン30アール等の栽培を目標としています。

ＪＡ佐渡出資農業生産法人

（株）ＪＡファーム佐渡が発足

新穂潟上の事務所前で、関係者が発足を祝うテープカットを
行った

　去る８月１日、私たち「株式会社ＪＡファーム佐渡」は事業を開
始しました。拠点を新穂潟上の旧花木センターに置き、おけさ柿圃
場の管理と採種カンランの栽培からスタートしました。秋からは加
工柿を、来年度からは水稲栽培を開始します。
  当面は常勤取締役２名と非常勤社長１名の小さな会社ですが、「地
域農業戦略の実践モデル確立」と「担い手の育成」という２本の旗
の下、佐渡農業の牽引車となるという大きな目標を掲げています。
  今は拠点地域を中心に、複合営農のバランスを取りながら平成27
年度までに経営基盤を確立します。そして次のステップとして検討
するのは、一つは畜産や椎茸、農産加工など取組分野の拡大であり、
もう一つは拠点地域の拡大方針です。こうした取り組みによって成
長することが、我がＪＡファームの課題実現につながるものと確信
しています。
  ＪＡ出資農業生産法人の立ち上げは、ＪＡ佐渡が佐渡農業の課題
に対して、農業生産と担い手育成の実践をもって貢献しようという、
思い切った決断でもありました。このように大きな目標と使命をも
った我が社ですが、関係者の皆さんのご支援やご指導をいただきな
がら、全力をあげて頑張ってまいりますので、よろしくお願いいた
します。

出発にあたって

【連絡先】

株式会社ＪＡファーム佐渡
代表取締役社長
板垣　徹

ＪＡファーム佐渡　本店事務所
　佐渡市新穂潟上2202- ４（旧花木センター跡地）
　電話:22-2216　 FAX:22-2217　 メール:jafarm@minos.ocn.ne.jp
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レンタル価格表

秋用農機具レンタルのご案内

［　コンバイン　］

基本項目
条数別料金

２条刈 ３条刈 ４条刈

基本料金／１日 42,630円 95,235円 165,900円

作業後点検整備料 5,250円 7,350円 7,350円

合　計 47,880円 102,585円 173,250円
■この他にご利用条件に応じて付帯作業料金が加算されます。

レンタル機の一例（コンバイン）

[　粗選機　]	

基本項目 料金 備　　考

基本料金/ １日当り 7,350円 単相、三相両方

納品 3,150円 設置料金は別途
実工数で徴収

引取料 3,150円 　

残留米清掃・点検料 2,625円 　

その他（付属） 　 コード10ｍ、
3口タップ1個

合　　計 16,275円

ご用命は最寄りの農機センターへ

農機センター 電話番号

高千農機車両センター 78-2558

相川農機車両センター 75-2224

佐和田農機車両センター 57-3737

中央営農農機センター 63-3910

吉井農機車両センター 63-6108

新穂農機センター 22-3144

畑野農機車両センター 66-3135

真野農機車両センター 55-2277

小木農機車両センター 86-2551

赤泊農機車両センター 87-2207

両津農機車両センター 27-7155

［　トラクター　］

基本項目 料金

基本料金／１日 31,500円

作業後点検整備料金 5,250円

合　計 36,750円

ヤンマー　AJ323　２条刈 イセキ　HVF323　２条刈

その他、ご利用条件により諸経費が加算されます。また、農作業の進み具合
によりご利用時間を短縮・延長することもできます。詳しくは、最寄りの農
機センターにお問い合わせください。
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水稲
「量・質兼備のおいしい佐渡米」の
総仕上げ、めざせ全量１等米‼
　登熟後期の水管理‼　
出穂後30日まで飽水管理の実施！（コシヒカリ）
（地耐力を考慮しながら急激に乾燥させないよう
土壌が湿っている状態を維持）
　葉色の淡いほ場では特に重要な管理です。
　９月１日～７日の間は仕上げかん水として最低
１回はかん水しましょう。

　早期落水は、玄米の肥大を悪くし、未熟粒（厚
みが薄い）の増加で品質・収量が低下します。
　また、根の活力が急速に弱まることから、下葉
の枯れ上がりによる倒伏や籾水分の低下、後期栄
養不足による未熟粒および胴割粒の発生に結びつ
きます。

　使用前に機械の整備点検・清掃を‼　
　毎年、機械の整備・清掃不足や人為的ミスが原
因で格落ちする米が発生しています。
　使用する前には必ず機械の整備点検・清掃をお
願いします。

（１）刈取り【適期刈取りで品質向上】
　本年のコシヒカリの出穂期は、地域やほ場の条
件による差が大きいので別表を参考にしながら必
ずほ場ごとに籾の黄化状況を確認し適期刈取りに
努めて下さい。

刈り取り判断〔必ずほ場毎に確認しましょう!!〕
◎籾のほとんど（90％）が黄化したとき。
◎一穂の基部に緑色の籾が一部残っているとき。
◎出穂期からの積算気温と出穂後日数の目安
　コシヒカリ　1,000℃（出穂後　43日程度）
　こしいぶき　  975℃（出穂後　41日程度）

　積算温度からみた刈取適期の目安　
品種名 出稲期 ※成熟期

コシヒ
カリ

国仲地域 ８月８日 ９月20日

相川 ８月７日 ９月17日

小木・赤泊 ８月５日 ９月15日

両津 ８月７日 ９月16日

こしいぶき ７月29日～８月１日 ９月５日～ 10日

こがねもち ８月２日～５日 ９月11日～ 17日

　成熟期は、観測地点別に８月14日現在の積算温
度による目安です。
　国仲地域でも郷内田では３日程度は早まります。
　高千、加茂地区では２日程度遅くなります。

（２）乾燥・調製【籾混入や肌ずれに注意】
◎�収穫後の生籾はなるべく早く乾燥機に張り込み
通風または乾燥しましょう（仕上げ水分は
15％以下としてください）。
◎�籾摺り作業は籾の温度が下がってから行いま
しょう（肌ずれ防止）。
◎�調整は1.85mm以上のふるい目（網目）を使用
し適正流量で行ないましょう。

　稲わらの秋すき込みと土づくりのポイント　
①�10月15日頃までに実施する。（収穫後できるだ
け早く、地温の高いうちに行う）
②５～ 10㎝程度の浅うちとする。
③�腐熟促進剤の活用「アグリ革命」「わらゴールド」
など
④地力の低いところでは「ケイフン」の施用
⑤�土づくり資材の活用（土壌診断結果により適正
量の施用）「粒状ようりん」など

　稲わら等焼却防止運動展開中 !!　
～�　稲わら等の焼却は有機資源の損失だけでな
く、自然環境や住民環境（煙害）にも負荷を与
えています　～
きれいな空気をみんなでまもりましょう！

　稲わらや籾がら、畦畔雑草（自家製堆肥）も�
　含め有効利用に努めましょう !!�
　購入肥料のみに頼らず、総合的な土づくりをお
すすめします。
　稲わら、籾がら、自家製堆肥（畦畔雑草等）の
最大活用で地力維持を図りましょう。

営農企画課　
長島　秀樹
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　「佐渡米ブランド力」の向上、維持を図るためには年間を
通じての安定供給が必要です。
　取引先からはこのことを踏まえた「量」の確保が強く求め
られています。
　JA佐渡は取引先との「播種前・収穫前契約」の積み上げ
に取り組み、早期の需要確保も図っています。出荷結集の大
きな力が単年度だけでなく次年度以降にもつながります。ぜ
ひ全量JAへ出荷をお願いいたします。

　一昨年から両津女性部の会議で進められてきたのが、部員１人１アール運動です。昨年から
作目を「小豆」と取り決め、いよいよ本年作付け実施にこぎつけました。
　春に営農指導員による作付け講習会を受け、２回目は現地研修を行いました。部員の畑を見
ながら細かい指導を受け、農薬の処理方法・統一などを取り決めました。収穫時に作物の比較
もしようと前向きな話が出るなど、大変有意義な講習会でした。
　参加できる部員から手を上げてもらい、今、部員24名・27アールの畑には、青々とした小豆
の木が、そよそよと風にゆれ、清々しい光景となっています。小豆栽培は比較的軽作業なので
無理なく参加できます。指導員からは、地元の小豆を佐渡の業者の方は待っているとのお話も
あり、みな意気込んでいるところです。収穫前には、３回目の講習会が開催されることになっ
ています。　
� ――女性部両津支部

24年産米全量出荷のお願い。米は全量JAへ

１人１アール１作物運動の取り組み

両津女性部員が小豆栽培

８月、畑には青々とした小豆の木が営農指導員による現地研修の様子

庭先集荷時のお願い
　集荷作業を迅速に進めるため、コンベアーを使用する場合があります。その際、100ボルト電源の提供にご協力をお
願いいたします。また雨天時には出荷米の水濡れをさけるため、集荷車両を少し納屋へ入れさせていただきたい場面が
あります。ぜひご協力願います。

7



88

ローンのことなら
まずは JAに相談しよう

所定の条件に該当する方に
とくとく金利（変動）　年1.9％（保証料込）
平成24年11月30日（金）まで

JAのマイカーローンは、新車や中古車の購入をはじめ、
修理・車検費用など、カーライフに関するさまざまな用
途にご利用いただけます。JAのマイカーローンで、快適
なカーライフを始めませんか。また、バイクの購入等に
もご利用いただけます。

自動車・バイク（中古車
含む）の購入資金、点検・
車検・修理費用、運転免
許取得資金、カー用品（カ
ーナビ等）のご購入など
にご利用いただけます。

使 い み ち
６か月以上７年以内
ＪＡ住宅ローンをご利用
いただいている方は、６
ヶ月以上10年以内

借 入 期 間
最高500万円まで

ご融資金額

JAマイカーローン

「エコカー減税制度」延長のお知らせ

快適なカーライフに

� JAのマイカーローンをご利用ください

　環境に配慮した新車を購入した場合、税金が免税・軽減される「エコカ
ー減税制度」が平成２４年４月末をもって期間満了となる予定でしたが、
内容も新たに３年間期間延長されることになりました。

延長期間

自動車取得税・・・平成27年３月31日まで
自動車重量税・・・平成27年４月30日まで

詳しい内容は、最寄りの各農機・車両センターまでご相談ください。
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「ＪＡ佐渡青年部と一緒に活動しませんか？」

　ＪＡ佐渡青年部では、青年部員全体で取り組む本部
事業活動と９支部からなる支部活動を行なっていま
す。本部活動では、野球大会やＪＡ役員との懇談会、
ボランティア活動、「コシヒカリ」食味コンテストな
ど多彩な活動をしています。各支部は地域の行事やイ
ベントへの参加を中心に主に次世代の担い手を育てる
活動を目標に取り組んでいます。

　今年度から青年部の全体の重要活動として棚田オー
ナー制度を活用しています。消費者と交流するため、
小倉の千枚田のオーナーに青年部がなりました。ぜひ
青年部員として自然環境に優しい農業や活動を一緒に
してみませんか？
　今後、千枚田の稲刈りを消費者と一緒に交流をしな
がら実施しますのでご参加をお待ちしております。

夏祭りに青年部員が参加
　８月17日、岩の平園・第２岩の平園で開催された夏祭
りにＪＡ佐渡青年部がボランティアで参加しました。
　天候にも恵まれ、利用者や地域の方々など多くの来場
客で賑わいました。

海上大相撲で奮闘
　赤泊港まつりのメインイベント「日本海海上大相撲」
に青年部赤泊支部が参加しました。
　海の上に浮かぶ土俵の上で熱戦を繰り広げ、祭りを盛
り上げました。

※�10月実施の青年部千枚田交流イベントの一般参加者申し込みはＪＡ佐渡本店青年部事務局（TEL27－
6161）までお問い合わせをお願い致します。

締切日：９月末日
　なお、佐渡地域振興局では農村青少年クラブ（４Ｈクラブ）の募集をしています。ＪＡ佐渡の組合員も
加入していますので多くの若い農業者の皆さんも将来の佐渡の農業活動に参加をお願い致します。

青年部佐渡地区野球大会

小倉千枚田交流

青年部活動ニュース



直
売
所
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
も
大
人
気

容
器
に
入
っ
た
牛
乳
を
振
っ
て
バ
タ
ー

を
作
る
参
加
者

　

佐
渡
乳
業
は
８
月
５
日
、
道
の

駅
を
会
場
に
、
親
子
バ
タ
ー
作
り

体
験
教
室
を
開
催
し
、
33
組
、
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

佐
渡
乳
業
で
は
「
体
験
を
通
じ

て
地
元
の
酪
農
や
牛
乳
製
品
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
開

催
の
目
的
を
話
し
、
容
器
に
入
っ

た
牛
乳
を
振
っ
て
バ
タ
ー
を
作
る

方
法
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
様
子
で

容
器
を
一
生
懸
命
ふ
り
、
約
５
分

間
で
固
形
物
が
で
き
る
と
、
バ

タ
ー
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
試

食
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
直
売
所
で
人
気
の

佐
渡
牛
乳
を
１
０
０
％
使
用
し
た

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
引
換
券
が
配

布
さ
れ
、
体
験
終
了
後
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

親
子
で
バ
タ
ー
作
り
体
験

�

～
佐
渡
乳
業
が
体
験
教
室
～

Ｊ
Ａ
か
ら
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け

て
様
々
な
説
明
が
さ
れ
ま
し
た

糖
度
測
定
を
す
る
生
産
者
や
指
導
員

佐
渡
の
景
観
を
守
る
た
め
、
空
き
缶
な

ど
沿
道
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た

佐
渡
の
景
観
を
守
ろ
う

環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

夏
季
地
域
座
談
会
を

開
催

Ｊ
Ａ
佐
渡
メ
ロ
ン
倶
楽
部

目
合
わ
せ
会

　

恒
例
の
夏
季
地
域
座
談
会
を
８

月
20
日
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け

て
、
管
内
の
約
１
８
０
会
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
座
談
会
で
は
、
１
等
米

比
率
90
％
以
上
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
や
、
園
芸
振
興
の
取
り
組

み
、
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
情
報

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
冊
子
に
ま
と
め
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
佐
渡
メ
ロ
ン
倶
楽
部
は
８

月
６
日
、
中
央
営
農
農
機
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
出
荷
目
合
わ
せ
会

を
開
き
、
生
産
者
が
持
ち
寄
っ
た

ア
ー
ル
ス
、
ア
ン
デ
ス
、
グ
ラ
ン

ド
ー
ル
（
ト
キ
色
メ
ロ
ン
）
の
３

品
種
で
、
ネ
ッ
ト
の
状
況
や
糖
度

な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

評
価
で
は
、
今
年
の
生
育
は
順

調
で
、
見
た
目
の
品
質
も
良
く
、

糖
度
も
十
分
と
い
う
結
果
で
し

た
。

　

出
荷
は
８
月
７
日
か
ら
始
ま

り
、
盆
前
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し

た
。

　

８
月
19
日
、
環
境
美
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
空
き
缶
・
ゴ
ミ
拾

い
が
Ｊ
Ａ
佐
渡
管
内
で
一
斉
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

「
環
境
の
島
・
佐
渡
」
の
景
観
を

守
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
が
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
春
と

夏
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
佐
渡
役
職
員
、
行
政
関
係

者
、
支
店
運
営
委
員
、
青
年
部
員
、

女
性
部
員
や
地
域
の
方
々
が
参
加

し
、
沿
道
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶

な
ど
を
拾
い
ま
し
た
。
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新潟厚生連
　佐渡総合病院からの

医療のお話

航
空
自
衛
隊
佐
渡
分
屯
基
地
で
講
義

を
聴
く
参
加
者

６
月
18
日
に
真
野
支
部
の
夏

期
研
修
旅
行
を
行
い
、
19
名
で

航
空
自
衛
隊
佐
渡
分
屯
基
地
と

佐
渡
総
合
病
院
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

妙
見
山
頂
の
レ
ー
ダ
ー
は
と

て
も
大
き
く
、
24
時
間
日
本
海

方
面
の
空
を
見
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

金
北
山
神
社
へ
も
参
拝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
雨
や
霧

も
は
れ
て
、
カ
タ
ク
リ
、
オ
ダ

マ
キ
な
ど
花
々
が
咲
き
、
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

基
地
で
の
昼
食
は
栄
養
士
さ

ん
が
カ
ロ
リ
ー
を
考
え
て
メ

ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
て
、
体
に

や
さ
し
く
、
と
っ
て
も
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
渡
病
院
施
設
見
学
で
は
、

１
階
か
ら
７
階
ま
で
て
い
ね
い

な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
明
る

い
病
室
、屋
上
庭
園
、ヘ
リ
ポ
ー

ト
、
高
度
な
医
療
提
供
等
…
。

島
内
に
こ
の
よ
う
な
近
代
的

な
病
院
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

�

真
野
支
部　

金
子　

幸
枝

～
真
野
支
部

�

夏
期
研
修
旅
行
～

糖
尿
病
は
１
型
と
２
型
の
２
種
類
に
大
き
く

分
か
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
病
気
の
発
症
や
そ

の
進
行
に
、
食
事
の
あ
り
方
や
適
度
な
運
動
の

有
無
な
ど
の
生
活
習
慣
が
深
く
関
わ
り
、近
年
、

成
人
の
皆
様
の
罹
患
が
増
加
し
て
い
る
の
は
２

型
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
２
型
糖
尿
病
に
つ
い
て
少

し
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
型
糖
尿
病
と
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
低
下

と
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
糖
尿
病
で
、
日
本
人
の
糖
尿
病
の
90
％
以

上
を
占
め
ま
す
。（
１
型
糖
尿
病
で
は
自
己
免

疫
的
機
序
等
に
よ
っ
て
膵
β
細
胞
が
破
壊
さ

れ
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
が
枯
渇
し
ま
す
。）

２
型
糖
尿
病
で
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
合

併
症
の
進
行
で
す
。イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
増
大
・

分
泌
能
の
低
下
の
た
め
、
慢
性
的
な
耐
糖
能
異

常
が
惹
起
さ
れ
、大
～
細
小
の
血
管
障
害
に
よ
っ

て
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
、
足
壊
疽
、
網
膜
症
、

腎
障
害
、
神
経
障
害
、
感
染
症
な
ど
の
合
併
症

を
招
き
ま
す
。

高
血
圧
や
脂
質
異
常
、肥
満
な
ど
の
相
加
相

乗
的
な
影
響
も
あ
り
、こ
れ
ら
の
合
併
症
が
、慢

性
緩
徐
進
行
性
か
つ
無
症
候
性
で
無
自
覚
的
に

増
悪
す
る
た
め
、非
常
に
重
篤
で
不
可
逆
的
な

状
態
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
よ
う
な
場
合
、失
明
、透
析
、下
肢
切
断

の
み
な
ら
ず
、最
悪
の
場
合
、命
を
失
う
こ
と
も

稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、糖
尿
病
と

診
断
さ
れ
た
ら
、可
及
的
速
や
か
な
検
査
を
経

て
、合
併
症
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
大
切
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
少
な
く
と
も
年
に
１
回
は
健
康
診
断

に
よ
る
定
期
点
検
を
忘
れ
ず
に
お
受
け
に
な
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
健
診
で
血
糖
・
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
（
大
雑
把
に
言
う
と
、
直
近
１
～
２
か

月
の
平
均
血
糖
の
指
標
）、
血
圧
、
脂
質
・
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
、

無
症
状
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
看
過
せ
ず
、
一

度
は
必
ず
専
門
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
な
る
少
子
高
齢
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
る

と
い
わ
れ
る
我
が
国
で
は
、
普
段
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
自
身
で

守
っ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
、
予
防
医
学
的
側

面
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
資
源
的
な
観
点
か
ら

も
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
く
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

内
科
医
師

�

山
本　

正
彦

「
２
型
糖
尿
病
合
併
症
の

�

予
防
と
進
行
防
止
」
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■
応
募
テ
ー
マ

　

新
潟
県
内
で
撮
影
し
た
農
業
と
関

わ
り
あ
い
の
あ
る
も
の
。

■
写
真
条
件

①�　

応
募
者
１
人
に
つ
き
、
５
点
ま

で
応
募
可
能
。

②�　

サ
イ
ズ
は
４
つ
切
り
あ
る
い
は

４
つ
切
り
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
の
銀
塩

プ
リ
ン
ト
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
場
合
も
、
銀
塩
プ
リ
ン
ト

に
焼
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
家

庭
用
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
で
の
印
刷

は
不
可
。）

③�　

他
の
コ
ン
テ
ス
ト
等
で
入
選
歴

の
な
い
も
の
。

④�　

平
成
22
年
７
月
１
日
以
降
に
撮

影
し
た
も
の
。

■
募
集
期
間

　

平
成
24
年
11
月
15
日
（
必
着
）

■
応
募
方
法
・
応
募
先

　

各
支
店
・
出
張
所
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
を
沿
え
て
下
記
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
新

潟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〒
９
５
１
‐
８
１
１
６

新
潟
市
中
央
区
東
中
通
１
の
１
８
９

の
３

Ｊ
Ａ
新
潟
中
央
会
総
務
企
画
部

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

電
話
／
０
２
５（
２
３
０
）２
０
１
０

第
２
回
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

　
「
な
に
し
て
る
の
」

�

魚
沼
市　

高
橋　

達
雄
さ
ん

今
月
の
表
紙

風
間　

な
ぎ
さ　
さ
ん
（
９
歳
）

　
　
　

み
ず
き　
さ
ん
（
７
歳
）

　
　
　

勝ま
さ

紀き　
　
く
ん
（
１
歳
）

（
赤
泊
支
店
管
内
・
上
川
茂
）

【
表
紙
モ
デ
ル
募
集
の
お
知
ら
せ
】

　

広
報
誌
『
Ｊ
Ａ
佐
渡
』
の
表
紙
モ
デ
ル
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

５
歳
～
12
歳
ま
で
の
お
子
様
で
、
兄
弟
姉
妹
２
人
以
上
で
も
結
構
で
す
。
ご
自
宅

も
し
く
は
農
家
等
で
佐
渡
産
の
農
畜
産
物
を
持
っ
て
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ja-sado-niigata.or.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先　

　
Ｊ
Ａ
佐
渡
総
務
部
企
画
課
／
藤
井
・
高
野

　

電
話
２
７
―
６
１
６
１

　
（
受
付
時
間
）

　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

『
Ｊ
Ａ
佐
渡
』

 

表
紙
モ
デ
ル
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

第
３
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
新
潟

　
　
　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

�

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ
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今月の 
さわやかさん 

清
水
さ
ん
は
小
学
校
の
教
員
を
退
職

後
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
約
２
年
半
学

ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
平
成
18
年
７
月

か
ら
、
宿
根
木
地
区
で
『
小
木
ふ
れ
あ
い

ガ
イ
ド
』
と
し
て
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
宿

根
木
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
案
内
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
20
名
の
ガ
イ
ド
仲
間
で
年

間
２
０
０
回
、
４
，５
０
０
～
５
，０
０
０

人
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
案
内
す
る
そ
う

で
、
清
水
さ
ん
の
健
康
の
秘
訣
は
『
歩
く

こ
と
』。
２
時
間
の
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
で
５
，

０
０
０
歩
歩
く
そ
う
で
、
１
日
１
万
歩
を

２
０
０
日
以
上
と
い
う
の
が
目
標
だ
そ
う

で
す
。

観
光
客
の
皆
さ
ん
の
喜
び
や
驚
き
か
ら

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
が
健
康
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
素
敵
な
笑
顔
で
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

「
観
光
客
の
皆
さ
ん
の

�

笑
顔
が
生
き
が
い
」

小木支店管内（小木町）

清
し

水
みず

　勝
かつあき

昭さん（75）

歩夢君と由翔君は元気一杯で仲良しな
２人兄弟。兄弟の好きな食べ物は赤い色
のついた食べ物です。特に大好きな食べ
ものはイチゴです。ご両親からお子様へ
メッセージ「元気で健康に育ってほしい」
と願っています。

佐和田支店管内（八幡）

若
わか

林
ばやし

　歩
あゆ

夢
む

く　ん　（４歳）

　　　由
ゆい

翔
と

く　ん　（１歳）

お父さん  浩一さん  お母さん  亜希子さん

保
育
園
で
保
育
士
を
し
て
い
ま

す
。
仕
事
は
行
事
が
あ
っ
た
り
す

る
と
忙
し
い
で
す
が
子
供
の
笑
顔

や
遊
ん
で
楽
し
ん
で
い
る
し
ぐ
さ

を
見
て
い
る
と
自
分
も
仕
事
が
楽

し
く
な
り
頑
張
れ
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
は
、友
達
と
自
宅
で
女

子
ト
ー
ク
や
ド
ラ
イ
ブ
、シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

今
後
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
ス

ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
事
と
ス
ポ
ー
ツ
で
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
も
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
想
の
男
性
像
は
、
優
し
く
て

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
て
引
っ
張
っ
て

く
れ
る
方
で
す
。

「いろんなスポーツ
に挑戦したい」

両津支店管内（両津大川）

南
なん

子
こ

　悠
はる

香
か

さん

今
月の
愛撮る!!今

月の
愛撮る!!

　　
　　
　　　ア　イ　　 ド　　ル
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お知らせ
秋
の
農
繁
期
対
策
に
つ
い
て

　

秋
の
農
繁
期
対
策
と
し
て
、
各
農
機
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、

９
月
８
日
（
土
）
〜
10
月
８
日
（
月
）
ま

で
の
期
間
中
、
日
曜
・
祝
祭
日
も
休
ま
ず

営
業
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
の
緊
急
対
応
と
そ
の
連
絡

先
は
最
寄
り
の
各
農
機
セ
ン
タ
ー
の
代
表

番
号
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
支
店
に
よ
り
農
作
業
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
て
期
間
を
変
更
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

○�

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
除
く
有
人
ス
タ
ン

ド
の
日
曜
・
祝
祭
日
の
営
業
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

Ｊ
Ａ
佐
渡
金
利
上
乗
せ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

懸
賞
付
定
期
積
金

　

36
万
円
以
上
か
つ
３
年
以
上
の
定
期
積

金
を
ご
契
約
い
た
だ
く
と
、抽
選
に
よ
り
、

県
内
農
畜
産
物
４
種
類
の
う
ち
、
ご
希
望

の
１
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
金
利
上
乗
せ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、店
頭
金
利
に
０
・
２
％

を
上
乗
せ
い
た
し
ま
す
。（
３
年
以
上
５

年
）

 

取
扱
期
間 

平
成
24
年
10
月
31
日
（
水
）
ま
で

　
『
家
の
光
』
12
・
１
月
号
は
、
豪
華
付
録

つ
き
で
す
。
た
だ
い
ま
、
予
約
受
付
中
！

12
月
号
（
11
月
１
日
発
売
）
付
録

収
支
が
一
目
で
わ
か
る
！
家
の
光
家
計
簿

『
家
の
光
』12
・
１
月
号
発
売
予
告

１
月
号
（
12
月
１
日
発
売
）
付
録

お
料
理
カ
レ
ン
ダ
ー
３
６
５
日

○
定
価
（
税
込
）

　

12
月
号
・
９
８
０
円

　

１
月
号
・
８
８
０
円

○
お
得
な
前
納
購
読
が
お
す
す
め
で
す

　

12
月
号
か
ら
１
年
間
、
前
納
購
読
を
お

申
込
み
い
だ
だ
く
と
、
６
０
０
円
（
普
通

月
号
１
冊
分
）
割
引
と
な
り
ま
す
。
お
支

払
は
購
買
決
済
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

総
合
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
お
得
で
す
。

○
申
込
先

　

各
支
店
・
出
張
所
窓
口
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

７
月
19
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

休
業
及
び
営
業
時
間
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

②�

Ｃ
Ｅ
機
械
関
係
の
補
修
工
事
の
実
施

に
つ
い
て

③�

食
味
計
の
導
入
（
更
新
）
に
つ
い
て

④�

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
渡
の
事
業
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

⑤�

理
事
会
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑥�

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
開
示
に

つ
い
て

⑦�

夏
期
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

経
営
管
理
委
員
会
だ
よ
り

７
月
26
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

佐
渡
広
域
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
下
水

道
接
続
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

②�

役
員
の
特
別
増
資
の
実
施
に
つ
い
て

③�

外
部
出
資
の
引
き
受
け
に
つ
い
て

④�

経
営
管
理
委
員
と
の
契
約
に
つ
い
て

⑤�

理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

７月末　ＪＡの概況

前年比　　　
組合員数	 15,098人� （154人）
（内正組合員数）	 （9,371人）� （▲360人）
（内准組合員数）	 （5,727人）� （206人）
貯　金	 1,110億3,054万円� （17億9,789万円）
貸出金	 209億7,225万円� （14億2,159万円）
共済保有高（保障）	 4,629億5,409万円� （▲264億3,196万円）
購買品供給高	 22億6,393万円� （▲1億150万円）
販売品販売高	 24億462万円� （59万円）
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タ　テ　の　カ　ギタ　テ　の　カ　ギ ヨ　コ　の　カ　ギヨ　コ　の　カ　ギ

エーコープの得
とく

する情報エーコープマーク推奨品

① 2 人で同じ服装をするこ
と

②正しい解答に付けるマーク
③ 9月 1日は──の日
④ 1853 年、ペリーが来航し
た土地

⑥茶わんに──が入っちゃっ
た

⑨土壁やしっくいを塗る職人
⑩桃太郎が犬や猿に与えたも
の

⑪軽く焼いた食パンのこと
⑬決められたことに背くこと
⑭たるやおけにはめます
⑯しとやかで──の良い人物

②髪をすっかり刈り込みまし
た

⑤ピータンはこの鳥の卵で作
ります

⑦表ではありません
⑧振り仮名のことです
⑨ゴボウの切り方の一つ
⑪人や車や高層ビルがたくさ
ん

⑫トランプのQの札
⑭代金や料金はいりません

⑮地下茎はレンコンと呼ばれ
ます

⑯暑さ寒さも──まで
⑰健康診断で──写真を撮影
した

【締め切り９月20日㈭消印有効】
※�正解者の中から抽選で５名の方
にＪＡ商品券を差し上げます。

　当選発表は11月号誌面。

佐々木　健二さん／長田　乃扶さん／寺尾　庄五郎さん
石塚　七重さん／佐藤　幸代さん
　皆様にご記入いただいた個人情報につきましては、当広報誌に利
用する以外使用いたしません。

952-8502
佐
渡
市
原
黒
三
〇
〇
―一

Ｊ
Ａ
佐
渡

「
Ｊ
Ａ 

佐
渡 

９
月
号

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
係

・ 答え
　　○○

○○○

・ 郵便番
号

・ 住所
・ 氏名
・ 年齢
・ 職業
・ ＪＡ佐渡

の感想、

  農業やＪ
Ａにつ

  いて思わ
れるこ

  となど

応 募 方 法

【
解
き
方
】

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
い
て
Ａ
〜
E
の

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
ま
す
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

★７月号の答え
　アマノガワ

７月号の当選者

☆
対
象
商
品

「
エ
ー
コ
ー
プ
　
三
温
糖
」

☆
規　

格　

１
ｋ
ｇ

☆
特
典
価
格
（
税
込
）

　

２
２
８
円
（
当
店
定
価
２
６
８
円
）

☆
ご
利
用
期
間

　

平
成
24
年
９
月
１
日
～
９
月
30
日

エーコープ
三温糖

　左下のクーポン券を切り
取って、お近くのＡコープ
店にご持参ください。対象
商品を特典価格にてご提供
いたします。

エーコープ品のこだわり ＪＡエーコープ佐渡
販売課長　遠藤 友紀雄

１．安心・安全
　�不必要な、あるいは安全性に疑いのある食品添加物は使用しま
せん食品添加物や残留農薬などの品質基準を定め、厳密な検査
で安全性を確保しています。

２．国産原料を使用
　�国産小麦・大豆などの国産農水産物原料を優先して使用してい
ます。特に主原料が国産100％のものには国産愛用マークを添
付しています。

３．環境への配慮
　�詰め替え商品や、再生紙利用のような環境への負担を軽減した
商品を開発しています。

今月のエーコープマーク推奨品　エーコープ三温糖
　三温糖はグラニュー糖、上白糖が作られた後の残り液である糖
蜜を原料に作られています。上白糖に似たしっとりとした感触が
ある褐色の結晶です。加熱・凝縮操作を繰り返して作ります。味
は濃厚で、独特の風味があります。

エーコープ推奨品クーポン券

エーコープ三
温
糖（
228円

）

※
ク
ー
ポ
ン
券
1枚
で
1品
限
り
。

　
　ご利

用
期
間

　
平
成
24年
9月1日　

　
〜
9月30日　

き
り
と
り
せ
ん

15

1 5 8 12 17

6 13 15

2 11

9

3 7 16

4 14

10

1 7 15 18 22

2 13

8 10 19

3 11 16

4 9 14 20

5 12 21 23

6 17

E

D

A

B

C

E

B

A

C

D

ド ウ ロ エ ノ グ

ア ナ カ ン ゾ ウ

ギ オ ン ミ ス

ド カ ガ ミ ウ

ウ デ ル ツ ボ

タ ン カ ー ウ マ

イ ワ シ ハ シ ゴ



食べて
み～っちゃ

JA
 

2012年
（
平
成
24年

）
９
月
１
日
発
行
	

発
行
＝
佐
渡
農
業
協
同
組
合

〒
952-8502　

佐
渡
市
原
黒
300番

地
１
	

電
話
0259（

27）
6161（

代
表
）

印
刷
所
＝
㈱
第
一
印
刷
所

　
　
　
　
　
　
2
0
1
2
．
９
　
V
O
L.2
3
0

塩麹入りスコーンとトマトジャム
〜いま話題の食材、米粉と塩麹をつかったおやつ＆
� 季節の果物でいっぱいとれた時作っておくと便利なジャム〜

女性部新穂支部

高
たか

野
の

　美
み つ え

津枝さん

お か ら 入 り の
しっとりした食
感と噛めば噛む
ほど味わい深い
スイーツです。

材　料 作り方
　塩麹入りスコーン　

１．ボウルにＡの材料を入れて、泡立て器でよく混ぜる。

２．Ｂを加えて塊ができるまで練ると生地の出来上がり。

３．生地を四角にまとめる。

４．ラップの上に生地を乗せ、上からもう１枚ラップを乗

せる。

５．生地を麺棒で２㎝の厚さに伸ばし、ラップを外して包

丁で８等分し、クッキングシートを敷いた鉄板に並べ

る。

６．180℃に予熱したオーブンで25分焼く。

注意）�米粉は冷めると硬くなるので、レンジかトースター

で温めてお召し上がりください。

 
　トマトジャム　

１．トマトは２〜３㎝幅にザクザク切る。

２．鍋に１のトマトとはちみつを入れて30分位おく。

３．２を煮る。このとき、焦がさないように時々かき回す。

４．煮詰まってくると、トマトの汁が飛びはねます。そろ

そろ出来上がりの合図です。レモン汁を入れて好みの

硬さにして下さい。

注意）冷めると少し硬くなります。

　　　�トマトの皮や種が入っていてもＯＫですが、気にな

る方は除いてください。

　塩麹入りスコーン（直径18㎝分）　

　　塩麹����������� 20ｇ

　　牛乳����������� 20㏄

Ａ　おから���������� 60ｇ

　　オリーブ油�������� 80㏄

　　※サラダ油でもＯＫです。

Ｂ
　米粉（さどっ粉ミックス粉）�140ｇ

　　ベーキングパウダー���小さじ１

【用意するもの】

泡立て器、ボール、

20㎝位のラップ２枚、麺棒

　トマトジャム　

トマト�������������１㎏

※ミニトマトでもＯＫです。

はちみつ�����������400ｇ

レモン汁���������� 1/2個分

ワンポイント
スコーンはお好みでゴマやプルーンを入れて下さ
い。牛乳がアレルギーの方は豆乳を使用しても大
丈夫です。
※卵・砂糖無しのスコーンです。
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